
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

１
『
独
道
中
五
十
三
駅
』

を
中
・
し
に
－

岡

さ
　
っ
　
き

は
じ
め
に

　
頓
死
し
た
者
が
地
獄
に
赴
き
、
そ
の
有
り
様
を
っ
ぶ
さ
に
見
聞
し
て
再
び
娑

婆
に
帰
り
地
獄
の
様
子
を
語
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
地
獄
廻
り
の
説
話
は
、
日

本
で
は
『
日
本
霊
異
記
』
（
弘
仁
十
三
年
頃
）
の
記
事
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。

平
安
時
代
中
期
以
降
に
は
不
安
な
世
情
や
末
法
思
想
を
背
景
に
、
地
獄
巡
歴
謹

が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
の
後
目
連
救
母
伝
説
な
ど
様
々
な
地
獄
巡
歴
謂
が
伝

え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
地
獄
巡
歴
の
説
話
は
多
く
伝
え
ら
れ
た
。
地

獄
思
想
の
広
が
り
は
必
ず
し
も
経
典
や
書
物
の
み
に
よ
ら
ず
、
唱
導
に
よ
る
点

が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
も
、
因
呆
応
報
の
理
を
説
く

伝
統
は
江
戸
時
代
・
明
治
に
至
る
ま
で
続
き
、
様
々
な
地
獄
巡
歴
謂
を
生
ん
で

い
る
。

　
一
方
、
江
戸
時
代
に
は
仏
教
唱
導
と
何
ら
関
わ
り
を
持
た
な
い
戯
画
と
し
て

　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

の
地
獄
謂
が
新
た
に
発
生
し
た
。
滑
稽
化
さ
れ
た
地
獄
は
、
浮
世
草
子
や
黄
表

紙
な
ど
に
多
く
描
か
れ
、
文
化
・
文
政
期
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
趣
向
で

は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
き
う
ち
こ
こ
は
た
か
さ
一
，
一

　
四
世
鶴
屋
南
北
の
合
巻
『
復
雌
叉
麦
高
砂
』
　
（
文
化
六
年
）
は
、
近
松
門
左
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

門
の
浄
瑠
璃
『
加
古
教
信
七
墓
廻
』
（
元
禄
一
五
年
か
）
を
原
作
と
し
、
そ
の

内
容
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
に
書
き
替
え
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
二
作
品
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

較
は
、
三
浦
広
子
氏
の
「
鶴
屋
南
北
合
巻
考
－
復
誰
叉
髪
高
砂
１
」
に
詳
し
い
が
、

南
北
は
こ
の
書
き
替
え
に
当
た
っ
て
、
登
場
人
物
に
宝
の
詮
議
と
、
そ
れ
に
ま

っ
わ
る
地
獄
廻
り
を
さ
せ
る
趣
向
を
加
え
た
。
亡
者
達
が
盆
踊
を
踊
り
陽
気
に

唄
い
騒
ぐ
そ
の
地
獄
で
、
善
玉
の
登
場
人
物
が
、
悪
者
の
亡
者
か
ら
捜
し
求
め

た
重
宝
の
所
在
を
聞
き
出
し
、
無
事
蘇
生
し
て
宝
を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
趣
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
き
か
け
ま
つ
な
り
た
の
り
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
た
び
二

は
南
北
の
歌
舞
伎
脚
本
『
法
懸
松
成
田
利
剣
』
（
文
政
六
年
）
と
『
独
道
中
五

じ
ゆ
う
さ
ん
つ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

十
三
駅
』
　
（
文
政
十
年
）
に
そ
っ
く
り
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
作
晶
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

じ
地
獄
廻
り
の
趣
向
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
三
浦
氏
が
「
こ
の
作
に
は

『
法
懸
松
成
利
剣
』
や
『
独
道
中
十
三
駅
』
に
使
わ
れ
た
趣
向
、
地
獄
に
行
っ

て
宝
の
あ
り
か
を
聞
き
出
す
と
い
う
話
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
近
松
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
用
い
な
が
ら
も
南
北
ら
し
い
味
付
け
が
為
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り
、
服
部
幸
雄
氏
も
同
様
の
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
『
法
懸
松
成
田
利
剣
』
と
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
は
歌
舞
伎
脚
本
で

あ
る
だ
け
に
、
合
巻
の
『
復
隻
髪
高
砂
』
よ
り
地
獄
の
描
写
は
細
か
く
、
ま
た

当
時
の
風
俗
を
取
り
入
れ
た
趣
向
も
多
い
。
例
え
ば
『
法
懸
松
』
で
は
亡
者
は

盆
踊
り
の
他
に
相
撲
を
取
り
、
『
独
道
中
』
で
は
老
婆
の
亡
者
が
口
上
に
合
わ

せ
て
軽
業
を
見
せ
る
場
面
が
あ
る
。

　
南
北
が
浮
世
草
子
や
黄
表
紙
な
ど
の
作
品
を
踏
ま
え
た
上
で
地
獄
を
滑
稽
に

描
い
た
、
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
特
に
地
獄
廻
り
の
趣
向
に
注
目

し
、
風
俗
・
諸
芸
の
あ
て
こ
み
な
ど
で
得
ら
れ
る
演
出
効
果
や
、
南
北
の
場
面

づ
く
り
、
脚
本
構
成
の
方
法
を
考
え
直
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
地
獄
廻
り
の
趣
向
が
み
ら
れ
る
南
北
の
三
作
品
の
内
容
と
、
地
獄
の

趣
向
の
取
り
入
れ
方
を
み
て
い
く
。

　
合
巻
『
復
警
麦
高
砂
』
は
文
化
六
年
初
春
刊
、
全
三
十
丁
。
当
時
ま
だ
勝
俵

蔵
と
い
っ
た
南
北
が
、
姥
尉
輔
の
筆
名
で
書
い
た
合
巻
の
二
作
目
に
当
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

前
述
の
よ
う
に
、
近
松
門
左
衛
門
作
の
浄
瑠
璃
正
本
『
加
古
教
信
七
墓
廻
』

（
元
禄
一
五
年
か
。
竹
本
座
初
演
）
を
書
き
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
原
作
は
お

家
騒
動
に
敵
討
ち
が
か
ら
む
筋
だ
が
、
盆
興
行
と
あ
っ
て
、
お
家
乗
っ
取
り
を

企
む
継
母
に
蜘
蛛
が
乗
り
移
っ
て
人
を
食
い
殺
し
た
り
、
死
体
か
ら
生
ま
れ
た

赤
子
と
亡
霊
の
物
語
、
地
獄
廻
り
な
ど
の
趣
向
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
南

北
は
こ
れ
ら
の
奇
抜
な
趣
向
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
。

　
し
か
し
、
『
復
隻
』
の
雷
丸
と
い
う
お
家
の
重
宝
の
詮
議
は
南
北
の
書
き
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
原
作
で
は
初
段
で
死
ぬ
賀
古
川
家
の
忠
臣
・
須
摩
蔵

は
、
主
人
の
息
子
の
真
光
と
共
に
地
獄
廻
り
を
し
、
最
後
ま
で
活
躍
す
る
。
近

松
の
原
作
は
敵
討
が
物
語
の
中
心
で
は
な
い
が
、
南
北
は
『
復
一
蟹
』
の
序
文
に

「
歌
舞
伎
め
い
た
る
国
家
の
仇
討
ち
御
家
廷
言
の
発
端
よ
り
御
代
長
久
の
納
ま

で
」
を
描
い
て
み
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
勿
論
滑
稽
化
さ
れ
た
地
獄
廻
り
の
趣
向
は
原
作
に
は
な
く
、
南
北
が
工
夫
し

た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
南
北
の
地
獄
の
滑
稽
化
の
趣
向
が
『
法
懸
松

成
田
利
剣
』
や
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
に
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
赤
子
を
抱
い

て
流
れ
灌
頂
か
ら
現
れ
る
教
房
の
妻
の
亡
霊
は
、
後
の
『
四
谷
怪
談
』
の
お
岩

の
姿
に
通
じ
る
。
合
巻
の
趣
向
が
後
年
の
歌
舞
伎
脚
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
例

と
言
え
る
。
南
北
の
十
数
種
の
合
巻
の
内
、
初
め
の
三
作
（
文
化
五
年
－
九

年
）
は
姥
尉
輔
の
筆
名
に
よ
る
。
三
浦
氏
は
「
こ
の
時
期
（
姥
尉
輔
時
代
）
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

で
の
南
北
の
合
巻
の
趣
向
が
、
脚
本
に
先
行
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
」
と
し



て
、
そ
れ
以
後
の
舞
台
の
趣
向
を
取
り
入
れ
た
合
巻
と
の
相
違
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
次
に
『
法
懸
松
成
田
利
剣
』
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
品
は
文
政
六
年
六

月
森
田
座
初
演
で
、
立
作
者
は
南
北
、
二
枚
目
は
松
井
由
輔
。
一
番
目
は
五
幕

の
時
代
物
、
二
番
目
は
四
幕
の
世
話
物
で
あ
る
。
一
番
目
は
『
日
蓮
上
人
御
法

海
』
な
ど
か
ら
得
た
霊
験
課
に
基
づ
く
日
蓮
記
、
二
番
目
は
『
累
解
脱
物
語
』

な
ど
に
よ
る
祐
天
記
と
な
っ
て
い
る
。
役
者
は
七
代
目
市
川
団
十
郎
・
五
代
目

尾
上
菊
五
郎
・
二
代
目
岩
井
粂
三
郎
な
ど
。
南
北
得
意
の
夏
芝
居
の
怪
談
物
で

あ
り
、
団
十
郎
・
菊
五
郎
は
各
幕
出
ず
っ
ぱ
り
の
奮
闘
興
行
だ
が
、
興
行
的
に

は
さ
ほ
ど
当
た
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
累
・
与
右
衛
門
の
筋
に
宝
の
詮
議
が
か
ら
む
二
幕
目
大
切
を
紹
介
す
る
。
こ

の
場
面
に
は
地
獄
廻
り
の
趣
向
が
見
ら
れ
る
。

　
絹
川
家
で
は
重
宝
の
茶
入
れ
を
盗
ま
れ
、
当
主
が
閉
門
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で

子
息
甚
三
郎
は
船
頭
の
与
吉
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
。
そ
の
妻
で
、
累
の
姉
お

さ
え
は
仲
居
と
な
っ
て
共
に
茶
入
れ
を
探
す
。
お
さ
え
の
親
の
敵
で
あ
り
、
甚

三
郎
に
遺
恨
も
あ
る
与
右
衛
門
は
、
二
人
を
平
井
渡
し
場
に
て
殺
害
す
る
。

　
与
右
衛
門
に
殺
さ
れ
た
与
吉
と
お
さ
え
は
、
地
獄
を
さ
ま
よ
う
う
ち
、
重
宝

の
在
り
か
を
亡
者
（
与
右
衛
門
の
手
下
）
に
教
え
ら
れ
、
引
き
留
め
る
亡
者
を

投
げ
の
け
、
蘇
生
す
る
。
茶
入
れ
と
書
付
け
を
手
に
入
れ
た
与
吉
と
お
さ
え
は
、

累
の
亡
霊
の
手
引
き
に
よ
り
与
右
衛
門
を
討
つ
。
累
と
累
の
父
・
助
の
怨
霊
は
、

　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

祐
念
上
人
の
祈
祷
に
よ
り
成
仏
す
る
。

　
以
上
が
『
法
懸
松
』
二
番
目
大
切
の
粗
筋
だ
が
、
こ
の
作
品
の
地
獄
廻
り
の

場
面
は
『
復
隻
』
の
地
獄
廻
り
の
趣
向
が
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
地
獄
廻
り
の
趣
向
が
利
用
さ
れ
て
い
る
三
作
目
『
独
道
中
五
十
三

　
　
　
　
　
　
　
亙

駅
』
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
作
品
は
、
文
政
十
年
閏
六
月
河
原
崎
座
初
演
の
夏

狂
言
で
あ
る
。
外
題
の
『
独
道
中
』
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
様
々
に
役
柄
を

変
え
て
殆
ど
の
場
面
に
登
場
す
る
三
代
目
菊
五
郎
の
十
一
役
を
中
心
に
、
七
代

目
団
十
郎
・
三
代
目
三
津
五
郎
・
二
代
目
粂
三
郎
・
七
代
目
仁
左
衛
門
ら
当
時

の
人
気
役
者
が
顔
を
揃
え
て
お
り
、
「
役
者
揃
故
、
炎
暑
の
い
と
ひ
な
く
大
入

　
　
　
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

大
当
た
り
」
を
取
っ
た
と
い
う
。
ま
た
役
者
の
み
な
ら
ず
、
南
北
と
長
谷
川
勘

兵
衡
の
工
夫
に
よ
る
矢
継
早
の
場
面
転
換
や
大
道
具
大
仕
掛
・
水
中
の
早
替
わ

り
・
宙
乗
り
な
ど
の
派
手
な
演
出
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。　

本
作
は
そ
の
外
題
が
示
す
通
り
、
十
返
舎
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

（
享
和
二
年
－
文
化
六
年
）
に
構
想
を
得
て
い
る
。
南
北
は
当
時
大
変
な
人
気

だ
っ
た
『
膝
栗
毛
』
の
弥
次
郎
兵
街
・
喜
多
八
コ
ン
ビ
を
登
場
さ
せ
た
。
し
か

し
こ
の
二
人
は
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
の
主
人
公
で
は
な
く
、
廷
言
の
内
容
も

『
膝
栗
毛
』
に
負
う
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

　
こ
の
墾
言
は
、
五
十
三
次
の
宿
駅
を
京
か
ら
順
に
舞
台
に
出
現
さ
せ
る
構
想

で
あ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
五
士
二
場
全
て
を
仕
組
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

ら
し
い
。
実
際
に
は
、
発
端
初
幕
か
ら
第
二
番
目
序
幕
ま
で
の
、
合
計
二
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

場
に
止
ま
っ
た
。
と
は
い
え
「
当
時
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
幕
数
」
で
あ

り
、
素
早
い
場
面
転
換
を
可
能
に
す
る
た
め
、
廻
り
舞
台
や
幕
の
利
用
な
ど

様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。
ま
た
人
物
の
出
入
り
も
多
く
、
十
役
の
菊
五
郎

を
筆
頭
に
、
団
十
郎
は
五
役
、
他
の
役
者
も
複
数
の
役
を
勤
め
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
は
幕
数
の
多
さ
と
共
に
、
徹
底
し
た
絢
交

の
手
法
が
特
色
で
あ
る
。
前
掲
の
前
宣
伝
の
「
時
代
世
話
御
廷
言
取
ま
じ
へ
」

の
言
葉
通
り
、
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
（
丹
羽
与
作
）
「
亀
山
の
仇
討
」
「
権
八
小

紫
」
「
お
半
長
右
衛
門
」
「
白
石
噺
」
な
ど
の
世
界
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
「
桑

名
屋
徳
兵
衛
」
、
自
作
『
盟
話
水
瀞
伝
』
の
日
本
駄
右
門
や
猫
石
の
精
な
ど
を

利
用
し
、
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
世
界
と
世
界
は
独
立
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
て

こ
み
は
そ
の
場
限
り
で
は
な
く
、
次
々
に
繋
が
る
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
筋
は
複
雑
で
入
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
多
少
強
引
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
辻
棲
が
合
う
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
南
北
の
作
劇
の
巧
み
さ
が
う
か
が

え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
南
北
の
脚
本
は
、
時
に
「
廷
言
相
始
め
し
と
こ
ろ
狂
言
の
筋
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

わ
か
ら
ず
に
つ
き
評
判
あ
し
き
ゆ
ゑ
云
々
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

化
十
一
年
正
月
板
の
評
判
記
『
役
者
三
都
鑑
』
の
尾
上
菊
五
郎
の
条
で
は
、

　
　
麗
日
本
駄
右
衛
門
、
大
出
来
く
、
ヒ
イ
キ
お
家
く
。

二
〇

な
ど
と
役
に
つ
い
て
は
誉
め
て
い
る
も
の
の
、

　
　
圓
蘭
固
余
り
ご
た
っ
き
過
ぎ
た
。
秀
佳
丈
・
三
桝
丈
・
梅
我
丈
、

　
　
ス
ケ
な
ら
バ
何
ぞ
外
に
趣
向
が
有
ま
し
た
ろ
う
に
残
念
く
。

と
、
絢
交
や
趣
向
先
行
に
対
す
る
不
評
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

二

三
人

　
こ
こ
で
は
『
復
螢
麦
高
砂
』
（
以
下
¢
と
す
る
）
、
『
法
懸
松
成
田
利
剣
』
（
以

下
　
と
す
る
）
、
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
（
以
下
　
と
す
る
）
の
三
作
品
の
地
獄

の
場
面
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
地
獄
の
場
面
の
設
定
を
見
て
い
く
。

　
＠
で
は
「
こ
ろ
は
、
七
月
十
六
日
大
養
日
と
高
札
出
で
、
地
獄
の
釜
の
蓋
も

開
き
、
奈
落
に
沈
む
罪
人
の
踊
り
遊
ぶ
も
あ
わ
れ
な
り
」
と
あ
る
。
盆
の
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

十
六
日
は
地
獄
の
釜
の
蓋
が
開
く
日
で
、
罪
人
の
休
息
日
生
言
わ
れ
た
。
　
は

七
月
十
三
日
の
設
定
で
、
ト
書
に
「
上
　
の
方
に
怪
し
き
燈
籠
、
是
に
六
道
亡

者
中
と
書
た
る
を
ふ
り
出
す
。
」
と
あ
り
、
こ
の
後
亡
者
達
が
踊
り
出
て
く
る
。

七
月
十
三
日
は
十
六
日
ま
で
続
く
盆
の
始
ま
り
の
日
で
あ
っ
た
。
『
東
都
歳
時

＠
記
』
七
月
十
三
日
の
条
に
は
「
今
日
よ
り
十
六
日
に
い
た
る
迄
、
人
家
聖
霊
棚

を
儲
け
、
件
々
の
供
物
を
さ
・
げ
、
先
祖
を
ま
っ
る
。
十
三
日
の
夜
迎
火
と
て

麻
河
を
僚
く
」
「
盆
の
中
、
市
井
の
女
児
、
町
に
連
な
り
て
歌
唄
ひ
あ
る
く
事
、

夜
毎
に
か
ま
び
す
し
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
作
中
で
亡
者
の
一
人
が
「
娑



婆
に
内
の
あ
る
も
の
は
、
迎
い
火
も
た
き
か
け
て
、
し
ゃ
れ
て
行
」
と
言
っ
て

い
る
内
容
を
裏
付
け
て
い
る
。
一
方
、
　
で
も
七
月
十
六
日
の
設
定
で
、
　
と

同
じ
く
「
ぼ
ん
て
う
ち
ん
を
か
け
、
こ
れ
に
六
道
亡
者
中
と
書
」
と
い
う
ト
書

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
亡
者
は
地
獄
の
釜
の
中
か
ら
踊
り
出
て
く
る
。

　
次
に
、
亡
者
が
踊
る
盆
踊
唄
の
歌
詞
の
比
較
を
す
る
。

　
¢
「
七
月
十
六
日
に
頓
死
し
て
、
奈
落
の
底
の
罪
人
の
、
呵
責
の
炎
や
す
ま

　
　
せ
て
、
充
満
願
如
清
涼
地
と
歌
い
踊
り
遊
べ
ど
も
、
十
七
日
の
曙
は
、
も

　
　
と
の
奈
落
に
苦
し
む
と
、
孟
蘭
盆
教
に
説
か
れ
た
り
。
（
略
）
」

　
　
「
七
月
の
、
十
六
日
は
仏
の
慈
悲
よ
、
奈
落
の
底
の
罪
人
の
、
呵
責
の
ほ

　
　
の
ほ
ま
ぬ
か
れ
て
、
お
ど
り
狂
へ
ど
情
な
や
、
十
七
日
の
あ
け
ぼ
の
は
、

　
　
元
の
奈
落
に
苦
し
む
と
、
孟
蘭
盆
経
に
説
か
れ
た
り
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
「
（
略
）
し
ね
ば
所
は
か
わ
れ
ど
も
、
八
百
三
十
六
ぢ
ご
く
。
一
っ
所
へ

　
　
う
ま
る
・
と
、
う
ら
ぽ
ん
き
や
う
に
と
か
れ
た
り
。
」

　
　
「
二
八
十
六
日
は
ぢ
ご
く
も
ひ
ま
よ
二
六
時
中
の
っ
い
く
る
し
み
も
、
死

　
　
後
の
つ
み
な
ら
し
か
た
な
し
、
青
赤
鬼
に
わ
し
や
お
い
廻
さ
れ
、
四
九
の

　
　
三
十
六
じ
ご
く
へ
、
一
期
に
一
度
行
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

　
以
上
よ
り
、
　
の
歌
詞
が
¢
の
歌
詞
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　

で
は
、
¢
　
の
パ
タ
ー
ン
が
崩
れ
、
よ
り
滑
稽
な
歌
詞
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

十
六
日
が
休
日
で
あ
る
と
い
う
歌
詞
や
、
「
－
と
孟
蘭
盆
教
に
説
れ
た
り
」
と

い
う
言
い
回
し
は
共
通
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

　
こ
れ
ら
の
唄
が
具
体
的
に
ど
の
盆
踊
唄
に
よ
る
も
の
か
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
し
か
し
江
戸
中
期
以
降
の
盆
踊
は
、
七
七
七
五
調
の
歌
謡
や
、
音
頭
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

り
が
七
五
調
の
リ
ズ
ム
を
繰
り
返
す
形
式
の
も
の
が
広
く
流
行
し
た
と
い
う
か

ら
、
南
北
が
当
時
流
行
の
唄
を
も
じ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
少
な
く
と
も
当
時

の
盆
踊
唄
の
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
地
獄
に
堕
ち
た
二
人
と
、
亡
者
達
の
や
り
と
り
を
見
て
み
た
い
。

　
¢
で
は
「
さ
て
も
未
来
の
習
い
に
て
、
盆
に
な
り
て
く
る
亡
者
は
、
こ
の
踊

り
の
音
頭
を
と
ら
す
る
が
お
き
て
に
て
」
と
、
亡
者
達
が
須
摩
蔵
と
真
光
に
音

頭
を
取
ら
ね
ば
頭
を
張
る
と
脅
す
。
　
で
も
「
こ
こ
へ
始
め
て
来
た
も
の
に
は
、

お
ど
り
の
音
頭
を
あ
げ
る
が
習
い
。
」
と
、
与
吉
と
お
さ
え
に
音
頭
を
取
れ
と

迫
る
。
す
る
と
「
盆
の
十
三
日
に
く
る
仲
聞
は
あ
た
ま
を
く
ら
わ
す
習
い
だ
。
」

と
言
っ
て
い
た
亡
者
達
が
、
逆
に
与
吉
に
摺
鉢
で
殴
ら
れ
る
。
　
で
は
音
頭
は

強
制
さ
れ
な
い
が
、
牡
丹
獅
子
の
八
は
登
場
の
際
に
、
「
な
ん
だ
か
無
性
に
と

を
り
の
や
つ
ら
が
、
あ
た
ま
を
く
ら
わ
し
や
ア
が
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
小
二

四
の
八
は
殴
ら
れ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
摺
鉢
を
被
っ
て
い
る
。

　
¢
　
　
と
も
、
頭
を
殴
る
、
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
　
で
は
与

吉
が
拾
っ
た
摺
鉢
で
亡
者
を
殴
り
、
　
で
は
小
二
四
の
八
が
通
り
か
か
り
の
亡

者
に
貰
っ
た
摺
鉢
を
被
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
化
頃
の
風
俗
資
料
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
三
河
吉
田
領
風
俗
問
状
答
」
に
、

　
　
盆
前
に
死
に
た
る
者
に
は
、
焙
烙
を
冠
せ
て
葬
る
也
。
さ
る
は
、
途
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

　
　
て
聖
霊
を
行
違
ふ
時
に
、
我
々
は
娑
婆
へ
行
く
を
何
と
て
冥
途
へ
は
来
る

　
　
ぞ
と
云
ひ
て
頭
を
た
た
く
な
り
。
其
時
に
此
焙
烙
な
く
て
は
頭
が
痛
む
故

　
　
な
り
と
ぞ
。

と
あ
る
よ
う
な
、
実
際
の
習
俗
を
当
て
込
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
習
俗
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

各
地
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
各
作
品
の
地
獄
の
場
面
の
比
較
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
各
作
品
に
お
け
る
地
獄
の
場
面
の
取
り
入
れ
方
を
考
え
て
み
た
い
。

¢
と
原
作
と
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
地
獄
廻
り
の
場
面
が
最
も
原
作
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
。
地
獄
の
罪
人
へ
の
呵
責
の
恐
ろ
し
さ
を
描
い
た
原
作
に
対
し
て
、

南
北
は
盆
踊
に
浮
か
れ
騒
ぐ
亡
者
の
様
子
を
描
い
た
。
た
だ
¢
は
大
枠
は
原
作

通
り
で
、
地
獄
の
場
面
へ
の
移
行
も
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
な
印
象
は
与
え
な
い
。

　
　
の
場
合
、
¢
の
世
界
と
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
が
、
地
獄
の
場
面
は
０
の

趣
向
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
地
獄
に
堕
ち
る
必
然
性
は
＠
よ
り
低

い
が
、
名
号
の
功
徳
で
蘇
生
で
き
る
な
ど
、
祐
天
記
の
中
の
一
場
面
と
し
て
辻

棲
は
合
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
¢
よ
り
も
滑
稽
な
台
詞
や
趣
向
は
多
い
。

　
　
の
場
合
、
地
獄
の
場
面
の
取
り
入
れ
方
は
、
宝
の
詮
議
を
す
る
者
が
二
十

四
時
経
つ
と
蘇
生
す
る
毒
で
殺
さ
れ
た
り
、
毒
殺
し
た
悪
人
が
直
後
に
狼
に
喰

わ
れ
た
り
と
一
応
の
辻
棲
は
合
わ
せ
て
い
る
も
の
の
、
些
か
強
引
な
印
象
は
免

れ
な
い
。
東
海
道
五
十
三
次
を
舞
台
に
出
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
　
に
お
い
て
、

地
獄
の
場
は
何
れ
の
土
地
に
も
関
わ
り
が
無
い
唯
一
の
場
で
あ
る
。
　
と
同
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

盆
踊
や
滑
稽
め
か
し
た
軽
業
の
趣
向
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

三

　
こ
こ
で
は
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
の
五
幕
目
「
地
獄
盆
踊
の
場
」
を
取
り
上

げ
、
南
北
の
地
獄
廻
り
の
趣
向
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
き
た
い
。
全
体
的
に
滑

稽
な
味
付
け
が
見
ら
れ
る
本
作
の
中
で
も
、
滑
稽
味
が
特
に
強
い
箇
所
で
あ
る
。

　
大
江
の
家
中
本
庄
助
太
夫
の
若
党
八
内
は
大
工
牡
丹
獅
子
の
八
に
身
を
や
つ

し
、
重
の
井
姫
の
為
に
重
宝
雷
丸
を
詮
議
し
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
く
大
江
家

中
白
井
兵
太
夫
の
若
党
ひ
ぬ
か
の
八
蔵
も
大
工
小
二
四
の
八
に
身
を
や
つ
し
、

白
井
権
八
の
為
に
雷
丸
を
詮
議
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
両
者
共
金
に
困
っ
て
沼

津
芝
居
に
加
わ
り
、
弥
次
郎
兵
衛
・
北
八
ら
と
様
々
な
滑
稽
を
演
じ
る
。
そ
こ

へ
亀
山
城
下
で
雷
丸
を
拾
っ
た
悪
人
・
鶉
権
兵
衛
が
通
り
掛
か
り
、
牡
丹
獅
子

の
八
と
小
二
四
の
八
に
追
わ
れ
る
。
権
兵
衛
は
二
人
に
、
二
十
四
時
経
つ
と
生

き
返
る
毒
薬
を
飲
ま
せ
て
殺
す
が
、
そ
の
直
後
自
ら
も
狼
に
喰
い
殺
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
の
後
、
舞
台
は
「
地
獄
盆
踊
の
場
」
に
変
わ
る
。

卜
書
に
「
大
ど
ろ
く
に
な
り
、
上
の
方
へ
あ
っ
ら
へ
の
地
獄
の
大
釜
を
ひ

き
出
す
。
こ
の
そ
ば
に
異
形
な
る
わ
く
に
、
れ
ん
げ
を
か
き
し
、
ぼ
ん
て
う
ち

ん
を
か
け
、
こ
れ
に
六
道
亡
者
中
と
書
。
下
手
に
こ
れ
よ
り
っ
る
ぎ
の
山
道
と

か
き
し
ぼ
う
じ
ぐ
ひ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
舞
台
に
地
獄
の
道
具
が
設
え
ら
れ
る
。

や
が
て
踊
り
地
に
な
り
、
釜
の
中
か
ら
亡
者
達
が
踊
り
出
て
来
る
。



　
　
サ
ァ
く
み
ん
な
。
け
ふ
は
ぼ
ん
の
士
一
日
、
罪
人
の
き
ふ
そ
く
日
だ
。

　
　
お
も
い
い
れ
さ
わ
ぐ
が
い
・

　
　
け
ふ
と
正
月
の
十
六
日
は
、
す
き
し
だ
い
な
事
を
し
て
、
極
楽
が
来
て
だ

と
い
う
亡
者
の
言
葉
通
り
、
七
月
十
六
と
い
え
ば
一
月
十
六
日
と
共
に
閻
魔
の

斎
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
ば
か
り
は
地
獄
の
悪
鬼
も
、
罪
人
に
対
す
る
絶
え
問

無
い
責
苦
を
休
む
と
言
わ
れ
た
日
で
あ
る
。
そ
れ
に
倣
っ
て
か
、
こ
の
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
藪
入
り
」
と
い
う
奉
公
人
の
休
日
で
も
あ
っ
た
。
又
、
こ
の
両
日
は
「
地
獄

の
釜
の
蓋
が
開
く
日
」
と
も
言
わ
れ
る
。
南
北
は
文
字
通
り
地
獄
の
釜
の
蓋
を

開
け
、
亡
者
の
休
日
を
描
い
た
。
『
東
都
歳
時
記
』
一
月
十
六
日
の
条
に
よ
る

と
、
「
○
閻
魔
参
　
世
に
ゑ
ん
ま
の
齋
日
と
い
ふ
」
「
今
日
諸
寺
院
地
獄
愛
相
の

書
幅
を
掛
る
」
（
七
月
十
六
日
も
ほ
ぼ
同
様
）
と
あ
る
。
江
戸
時
代
、
こ
の
両

日
に
江
戸
百
ヵ
寺
あ
る
と
い
わ
れ
る
閻
魔
を
参
詣
し
、
寺
々
に
掛
け
ら
れ
た
十

王
図
や
六
道
図
の
地
獄
の
様
子
を
見
て
廻
る
風
習
が
あ
っ
た
。
恐
ら
く
南
北
は

こ
の
風
習
を
当
て
込
ん
で
、
七
月
十
六
日
の
地
獄
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
盆
踊
が
一
段
落
す
る
と
、
亡
者
達
が
、
生
前
犯
し
た
罪
と
、
そ
の
因
果
で
堕

ち
た
地
獄
を
紹
介
し
あ
う
。
そ
こ
に
は
後
に
軽
業
を
演
じ
る
信
濃
屋
後
家
お
か

や
も
い
る
。

　
　
か
や
　
わ
し
は
京
の
お
し
こ
う
じ
、
お
半
が
母
で
ご
ざ
ん
す
が
、
む
こ
の

　
　
　
　
　
長
右
衛
門
ど
の
と
、
い
も
で
ん
が
く
の
っ
み
に
よ
り
、
す
り
ば
ち

　
　
　
　
　
ぢ
ご
く
へ
落
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

こ
の
作
に
お
い
て
は
、
お
か
や
は
「
桂
川
」
の
お
半
の
養
母
と
い
う
設
定
で
あ

る
。
原
作
で
は
お
半
に
養
母
は
お
ら
ず
、
年
の
離
れ
た
お
半
と
長
右
衛
門
は
思

案
の
外
の
恋
に
心
中
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
全
く
違
う
。
先
の
序
幕
「
石
部

宿
旅
籠
屋
の
場
」
で
、
お
か
や
は
お
半
と
許
婚
の
長
右
衛
門
を
結
婚
さ
せ
る
が
、

お
半
は
醜
い
長
右
衛
門
を
嫌
っ
た
上
、
そ
こ
へ
侵
入
し
て
来
た
盗
賊
に
惚
れ
、

共
に
去
ろ
う
と
す
る
。
気
を
操
む
長
右
衛
門
に
お
か
や
が
次
の
様
に
言
う
。

　
　
か
や
こ
れ
く
長
右
衛
門
ど
の
。
そ
の
よ
ふ
に
気
が
も
め
る
な
ら
、
せ

　
　
　
　
　
め
て
の
気
や
す
め
。
し
う
と
の
わ
し
に
の
り
か
へ
て
、
親
子
の
芋

　
　
　
　
　
ざ
し
は
ど
・
つ
じ
や
へ
。

こ
の
台
詞
が
後
の
、
芋
田
楽
の
罪
云
々
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
。
因
に
「
芋
田

楽
」
と
は
親
芋
と
子
芋
を
一
串
に
貫
く
意
か
ら
、
婿
が
養
母
と
密
通
す
る
こ

＠
と
で
あ
る
。
「
摺
鉢
地
獄
」
と
い
う
の
は
百
三
十
六
あ
る
と
い
う
地
獄
の
一
つ

　
　
　
　
璽

の
鉄
榿
地
獄
の
も
じ
り
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
芋
を
摺
鉢
で
摺
る
と
い
う
連

想
も
働
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
亡
者
達
の
自
己
紹
介
が
終
わ
る
と
、
今
日
は
地
獄
の
釜
の
蓋
が
開
く
た
っ
た

一
日
の
休
日
だ
か
ら
、
「
餓
鬼
や
畜
生
の
町
内
に
負
け
ぬ
よ
う
」
何
か
面
白
い

趣
向
は
無
い
か
と
考
え
た
結
果
、
お
か
や
に
軽
業
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
さ
ぼ
　
な
ん
と
こ
の
ば
ア
さ
ん
に
か
る
わ
ざ
を
さ
せ
て
は
ど
ふ
だ
。

　
　
　
願
哲
よ
か
ろ
ふ
く
。
お
れ
が
口
上
言
い
に
な
ろ
ふ
。

　
　
か
や
　
わ
し
が
か
る
わ
ざ
を
す
る
の
か
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

　
　
源
吾
　
無
明
の
橋
を
わ
た
る
気
で
、
苧
が
ら
わ
た
り
で
も
す
る
が
い
・
。

　
　
か
や
　
そ
ん
な
ら
ち
よ
っ
と
下
け
い
こ
。

　
　
源
吾
　
鳴
り
物
は
、
せ
め
つ
・
み
や
、
せ
め
だ
い
こ
を
か
り
て
来
る
が
よ

　
　
い
。

　
苧
殻
と
い
う
の
は
麻
の
皮
を
剥
い
だ
茎
で
、
盆
の
精
霊
棚
の
飾
り
や
迎
え
火
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

送
り
火
に
焚
い
た
も
の
。
「
苧
殻
渡
り
」
は
軽
業
の
葦
渡
り
な
ど
の
も
じ
り
で
、

更
に
地
獄
の
糸
よ
り
細
い
と
い
う
無
明
の
橋
を
渡
る
の
に
な
ぞ
ら
え
た
。
攻

鼓
・
攻
太
鼓
は
、
攻
撃
の
合
図
に
打
ち
鳴
ら
す
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
地
獄
の

「
責
め
」
に
か
け
た
の
だ
ろ
う
。

　
亡
者
達
が
異
形
の
太
鼓
や
笛
・
三
味
線
を
持
ち
出
す
と
、
願
哲
が
釜
の
蓋
を

閉
め
て
お
か
や
を
乗
せ
、
以
下
の
よ
う
な
口
上
を
始
め
る
。

　
　
扱
、
東
西
、
お
目
通
り
に
一
座
高
く
ひ
か
へ
ま
し
た
る
は
、
こ
の
度
、
し

　
　
や
ば
下
り
の
太
夫
、
す
り
ば
ち
ぢ
ご
く
の
お
か
や
信
女
。
か
ま
の
ふ
た
の

　
　
上
に
て
、
獅
子
の
香
炉
。
あ
る
ひ
は
、
ご
ふ
の
は
か
り
の
下
が
り
ふ
じ
。

　
　
次
に
い
た
り
ま
し
て
、
苧
が
ら
渡
り
。
所
く
は
口
上
を
も
つ
て
申
し
あ

　
　
げ
ま
す
。
ま
づ
、
あ
し
が
た
め
が
さ
い
し
よ
で
ご
ざ
い
。

　
「
娑
婆
下
り
の
太
夫
」
は
、
江
戸
で
珍
重
さ
れ
た
「
上
方
下
り
」
「
大
坂
下

り
」
の
芸
人
と
、
文
字
通
り
死
ん
で
娑
婆
か
ら
や
っ
て
来
た
の
を
か
け
た
。

　
「
獅
子
の
香
炉
」
は
軽
業
の
芸
の
名
前
で
あ
る
。
江
戸
末
期
の
軽
業
の
名
人
、

無
三
飛
新
蔵
の
、
桝
の
上
の
曲
と
名
付
け
ら
れ
た
技
の
内
に
「
香
炉
獅
子
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

あ
っ
た
。
安
永
六
年
版
本
『
糸
櫻
本
町
育
』
に
、

　
　
借
東
西
い
よ
く
御
覧
に
入
れ
ま
す
る
は
、
無
三
飛
新
藏
升
の
上
の
軽
身
、

　
　
護
端
が
號
立
ち
、
足
頭
に
っ
き
ま
す
れ
ば
、
鶴
鴇
の
水
遊
び
、
ハ
リ
ト
ヲ

　
　
ハ
リ
ト
ヲ
く
、
足
升
へ
移
り
ま
す
れ
ば
、
姦
獅
子
、
手
を
放
し
て
立

　
　
上
り
ま
す
れ
ば
、
野
中
の
一
本
杉
、
其
髄
逆
に
戻
り
ま
す
れ
ば
、
元
の
香

　
　
燈
獅
子
と
戻
り
ま
す
、
ハ
リ
ト
ヲ

と
あ
る
。
口
上
の
調
子
や
芸
の
内
容
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
桝
の
上
の
芸
を

釜
の
上
の
芸
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
か
。
香
炉
は
葬
礼
や
死
者
の
回
向
に
は
付
き

物
で
あ
る
。
「
業
の
秤
の
下
が
り
藤
」
の
明
確
な
芸
態
は
不
明
だ
が
、
「
業
の

秤
」
と
は
、
地
獄
で
生
前
の
悪
業
を
は
か
る
と
い
う
秤
で
、
浄
披
璃
の
鏡
・
奪

衣
婆
な
ど
と
共
に
地
獄
と
言
え
ば
お
な
じ
み
の
も
の
だ
っ
た
。
「
下
り
藤
」
は

何
か
が
藤
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
た
形
態
に
な
る
芸
の
こ
と
で
あ
る
。

　
前
口
上
が
済
む
と
、
お
か
や
が
蓋
の
上
に
立
ち
、
軽
業
が
始
ま
る
。

　
　
さ
て
く
く
、
こ
の
度
の
か
る
わ
ざ
は
、
両
手
を
っ
い
て
足
を
は
な
し
、

　
　
さ
か
さ
に
た
ち
ま
す
。
こ
の
義
を
な
づ
け
て
、
さ
か
さ
の
回
向
の
、
ぎ
ゃ

　
　
く
縁
く
。
○

　
　
　
　
　
ト
お
か
や
ぶ
き
よ
ふ
に
さ
か
さ
に
た
つ
。

　
　
さ
て
く
く
、
こ
の
っ
ぎ
は
、
か
ま
の
上
に
て
、
う
し
ろ
一
そ
り
ま
す
。

　
　
下
か
ら
棒
に
て
、
ち
よ
ひ
く
く
と
、
っ
き
あ
げ
ま
す
る
。
こ
の
義
を

　
　
な
づ
け
て
、
も
く
れ
ん
尊
者
の
お
ふ
く
ろ
さ
ま
じ
や
。
は
り
と
ふ
。



　
　
　
　
　
ト
こ
の
外
い
ろ
く
口
上
あ
る
べ
し
。

　
目
連
尊
者
は
釈
迦
の
十
大
弟
子
の
一
人
。
そ
も
そ
も
孟
蘭
盆
会
は
『
孟
蘭
盆

経
』
の
、
餓
鬼
道
に
堕
ち
た
母
親
を
目
連
が
救
う
と
い
う
説
話
に
基
づ
く
と
さ

れ
る
。
こ
の
目
運
救
母
伝
説
は
様
々
な
形
で
大
衆
の
中
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

そ
の
う
ち
室
町
時
代
の
『
も
く
れ
ん
の
さ
う
し
』
（
享
禄
二
年
）
に
は
、
地
獄

で
目
連
が
母
と
対
面
す
る
場
面
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
母
は
地
獄
の
釜
で
煮
ら
れ

て
い
る
。
獄
卒
は
釜
の
中
か
ら
「
こ
れ
そ
、
は
・
に
て
、
お
は
し
ま
す
ら
ん
と

そ
、
お
ほ
ゆ
る
と
て
、
ほ
こ
に
さ
し
つ
ら
ぬ
き
て
、
さ
し
い
た
す
。
」
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

説
経
正
本
『
目
連
記
』
（
寛
文
二
年
）
に
も
同
じ
場
面
が
あ
り
、
「
さ
る
ほ
ど
に
、

こ
く
そ
っ
ど
も
が
母
ざ
い
人
を
ほ
こ
の
さ
き
に
っ
ら
ぬ
き
。
そ
ん
じ
や
の
ま
へ

に
さ
・
げ
け
る
。
」
と
描
か
れ
る
。
ま
た
江
戸
末
期
の
『
目
連
尊
者
地
獄
め
ぐ

ゆ
り
』
と
い
う
古
浄
瑠
璃
風
の
盆
踊
唄
の
正
本
に
も
「
八
め
ん
は
。
か
ま
の
ゑ
ん

ざ
へ
と
び
上
り
。
ふ
た
う
ち
あ
け
て
。
か
ま
な
か
を
。
う
ち
ま
は
し
く
。
く

ろ
こ
げ
の
は
・
う
へ
を
。
か
な
ぼ
う
に
っ
な
ぎ
上
。
」
目
連
に
突
き
付
け
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

面
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
目
連
の
母
親
が
地
獄
で
責
め
苦
に
遭
い
、
棒
で
突

か
れ
て
釜
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
場
面
だ
っ

た
よ
う
だ
。
南
北
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
釜
の
上
で
「
下
か
ら
棒
に
て
ち
よ
ひ

く
く
と
つ
き
あ
げ
一
ら
れ
る
お
か
や
の
軽
業
を
「
目
連
尊
者
の
お
袋
様
一

と
名
付
け
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
は
り
と
う
」
は
軽
業
や
手
妻
の
口
上
の
最
後
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

て
い
た
文
句
で
、
先
の
無
三
飛
新
蔵
の
軽
業
の
口
上
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
後
、
お
か
や
は
釜
の
上
か
ら
落
ち
、
軽
業
は
中
止
さ
れ
る
。
す
る
と
牡

丹
獅
子
の
八
と
小
二
四
の
八
が
亡
者
の
扮
装
で
登
場
し
、
宝
の
詮
議
を
め
ぐ
っ

て
言
い
争
い
を
始
め
る
。
二
人
と
亡
者
達
の
滑
稽
な
や
り
と
り
の
内
に
、
二
人

を
殺
し
た
権
兵
衛
が
現
れ
て
宝
の
在
り
か
を
明
か
し
、
二
人
は
蘇
生
す
る
。

　
以
上
が
「
地
獄
盆
踊
の
場
」
の
概
略
で
あ
る
。
盆
の
習
俗
や
諸
芸
な
ど
、
当

時
の
風
俗
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
そ
れ
も
、
た

だ
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
現
実
の
風
俗
や
常
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、

そ
れ
を
一
ひ
ね
り
、
二
ひ
ね
り
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
来
軽
業

と
い
え
ば
芸
人
の
若
さ
や
美
し
さ
、
芸
の
達
者
さ
が
売
り
物
で
あ
る
筈
だ
が
、

こ
こ
で
演
じ
る
お
か
や
は
好
色
な
老
婆
で
あ
り
、
そ
の
芸
は
「
ぶ
き
よ
ふ
」
で

あ
る
。
殊
更
滑
稽
な
お
か
や
を
、
恐
ろ
し
い
地
獄
で
責
め
ら
れ
る
目
連
の
母
に

警
え
る
こ
と
で
、
よ
り
滑
稽
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
南
北
独
自
の
滑
稽
さ
、
複
雑
な
趣
向
な
ど
は
、
し
ば
し
ば
「
又
南

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

北
が
茶
番
か
」
、
「
何
ぞ
他
に
趣
向
が
あ
り
ま
し
た
ろ
う
に
」
、
「
外
の
墾
言
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

つ
か
り
し
た
こ
と
が
有
そ
ふ
な
も
の
だ
」
と
不
評
を
買
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

か
し
一
方
で
、
「
筋
か
ら
み
合
て
新
し
く
」
、
「
見
物
の
気
を
引
立
る
趣
向
南
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

丈
の
新
手
と
見
へ
大
で
き
く
一
な
ど
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
南
北
は
見
物
を

驚
か
せ
る
新
奇
な
趣
向
を
凝
ら
す
こ
と
で
評
判
を
取
り
、
大
い
に
人
気
を
博
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
松
緑
や
菊
五
郎
、
幸
四
郎
、
半
四
郎
ら
役
者
達
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

功
績
も
無
視
で
き
な
い
が
、
既
成
概
念
を
崩
し
て
い
く
こ
と
を
喜
ぶ
時
代
の
風

潮
が
南
北
を
支
持
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
南
北
の
地
獄
廻
り
の
趣
向
は
、
地
獄
の
休
日
を
描
い
た
こ
と
や
、
諸
芸
能
・

風
俗
の
あ
て
こ
み
が
特
色
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
古
い
例
で
は
あ
る
が
、
地
獄
の

釜
の
蓋
開
け
の
日
の
様
子
を
描
い
た
作
品
と
し
て
は
既
に
、
梅
薗
堂
（
都
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

錦
）
の
浮
世
草
子
『
元
禄
太
平
記
』
（
元
禄
十
五
年
）
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、

「
西
鶴
が
幽
霊
地
獄
物
が
た
り
」
を
す
る
と
い
う
趣
向
が
あ
る
。

　
頃
は
七
月
十
五
日
、
閻
魔
大
王
が
「
明
日
は
例
年
の
通
り
、
呵
責
の
解
怠
日

と
し
て
罪
人
を
休
む
る
日
」
で
あ
る
か
ら
、
「
罪
人
ど
も
い
か
な
る
遊
覧
い
た

す
と
も
、
見
ゆ
る
し
て
答
む
べ
か
ら
ず
」
と
獄
卒
達
に
命
じ
、
「
さ
て
下
々
の

獄
卒
ど
も
明
日
よ
り
勝
手
次
第
に
、
藪
入
り
を
致
す
べ
し
」
と
申
し
渡
す
。

　
明
く
る
藪
入
り
当
日
に
は
、
地
獄
の
門
が
開
き
、
一
夜
を
千
夜
と
待
ち
兼
ね

た
罪
人
達
は
、
「
籠
の
中
の
鳥
の
雲
路
に
か
け
き
と
く
、
お
の
れ
く
が
心

ま
か
せ
に
、
山
に
遊
び
野
に
出
て
、
花
に
戯
れ
水
に
あ
そ
ぶ
。
」
当
時
既
に
物

故
し
て
い
た
有
名
人
達
が
登
場
し
、
各
々
が
得
意
の
芸
を
尽
く
す
。
ま
た
、
骨

牌
を
ひ
ね
っ
た
り
寮
を
振
っ
た
り
と
、
博
打
に
興
じ
る
者
も
い
る
。

　
罪
人
の
み
な
ら
ず
、
好
色
な
鬼
は
め
か
し
こ
ん
で
流
行
歌
を
歌
い
つ
つ
等
活

地
獄
か
ら
色
町
へ
と
繰
り
込
み
、
十
王
の
女
房
・
娘
ら
も
連
れ
立
っ
て
出
歩
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

ま
た
鬼
の
遊
女
達
が
無
明
の
野
辺
で
酒
宴
を
楽
し
む
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
元
禄
太
平
記
』
で
は
当
時
の
風
俗
を
様
々
に
取
り
入
れ

つ
つ
、
地
獄
の
休
日
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
や
、
他
の

滑
稽
化
さ
れ
た
地
獄
謹
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
南
北
の
地
獄
廻
り
の
趣
向

が
、
他
に
全
く
例
の
無
い
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
即
ち
、
本

来
恐
ろ
し
い
所
で
あ
る
は
ず
の
地
獄
を
滑
稽
に
描
く
な
ど
、
常
識
を
逆
手
に
と

っ
て
滑
稽
を
狙
う
と
い
っ
た
、
江
戸
時
代
の
普
遍
的
な
手
法
に
基
づ
く
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
南
北
の
地
獄
廻
り
は
あ
り
ふ
れ
た
趣
向
で
あ
っ
て
、
何
ら
評
価

す
る
べ
き
点
が
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
特
に
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
を
取
り
上
げ
て
み
る
際
、
ド
ラ
マ
性
を
重
視
し

て
全
体
を
見
渡
し
た
場
合
、
筋
の
運
び
の
強
引
さ
、
ま
と
ま
り
の
な
さ
、
人
物

の
出
入
り
の
繁
雑
さ
な
ど
は
看
過
で
き
な
い
欠
点
と
し
て
映
る
。
し
か
し
複
数

の
世
界
、
様
々
な
場
面
の
重
ね
合
わ
せ
に
、
殺
し
場
や
怪
談
、
地
獄
の
盆
踊
な

ど
奇
抜
な
趣
向
を
織
り
交
ぜ
、
さ
ら
に
滑
稽
味
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
る
な

ど
場
面
自
体
の
面
白
さ
、
趣
向
の
多
様
さ
に
注
目
し
た
時
、
そ
れ
ま
で
欠
点
と

見
え
て
い
た
も
の
が
、
大
き
な
魅
力
に
転
じ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
南
北
の

手
腕
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
舞
台
の
演
出
中
心
に
脚
本
を
作
り
上
げ
た
結
果
、

主
役
級
で
は
な
い
脇
の
役
者
達
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
見
せ
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る

の
も
、
南
北
の
歌
舞
伎
作
者
と
し
て
の
特
色
で
あ
る
。



　
ま
た
、
合
巻
の
地
獄
廻
り
の
趣
向
が
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
も
、

黄
表
紙
や
合
巻
な
ど
と
歌
舞
伎
と
の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
化
政
期
の
時
代
世
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堕

に
お
け
る
一
つ
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
単
に
同
じ
趣
向
の
焼
き
直

し
に
終
わ
ら
ず
、
唄
や
踊
り
、
軽
業
な
ど
の
諸
芸
を
取
り
入
れ
、
実
際
に
舞
台

の
上
で
演
じ
さ
せ
た
点
に
、
．
南
北
の
実
作
者
と
し
て
の
力
量
が
伺
え
る
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
鶴
屋
南
北
の
三
作
品
に
共
通
す
る
地
獄
廻
り
の
趣
向
を
取
り
上

げ
、
地
獄
巡
歴
謂
の
流
れ
に
お
け
る
位
置
や
、
風
俗
・
諸
芸
の
当
て
込
み
に
っ

い
て
、
特
に
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
の
「
地
獄
盆
踊
り
の
場
」
を
中
心
に
具
体

的
に
考
え
て
き
た
。

　
登
場
人
物
が
宝
の
詮
議
の
途
中
で
地
獄
に
堕
ち
、
亡
者
が
盆
踊
り
を
唄
い
踊

り
騒
ぐ
中
で
宝
の
あ
り
か
を
聞
き
出
し
、
蘇
生
す
る
と
い
う
こ
の
趣
向
は
、
江

戸
時
代
に
発
生
し
た
、
仏
教
唱
導
と
何
ら
関
わ
り
を
も
た
な
い
戯
画
と
し
て
の

地
獄
巡
歴
潭
の
一
つ
で
あ
る
。
地
獄
の
釜
の
蓋
が
開
く
と
い
う
藪
入
り
の
日
の

休
日
を
描
く
趣
向
は
、
既
に
浮
世
草
子
の
『
元
禄
太
平
記
』
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
南
北
独
自
の
趣
向
で
は
な
い
。
し
か
し
『
独
道
中
』
に
お
い
て
、
舞

台
上
で
実
際
に
芸
尽
く
し
を
見
せ
る
こ
と
で
、
紙
上
と
は
違
っ
た
演
出
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

　
南
北
の
作
に
は
、
当
時
の
芸
能
・
風
俗
な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
常
識
が
な
い
と
理
解
で
き
な
い
部
分
が
多
い
。
今
回
は
地

獄
廻
り
の
場
に
限
っ
て
、
出
来
る
限
り
検
証
し
て
き
た
が
、
ま
だ
調
べ
る
べ
き

事
項
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
滑
稽
化
さ
れ
た

地
獄
廻
り
に
つ
い
て
の
例
も
充
分
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、
南
北
の
作
品
と
関

わ
り
の
深
い
と
さ
れ
る
滑
稽
本
や
黄
表
紙
に
お
け
る
地
獄
廻
り
の
事
例
の
中
に

は
、
南
北
と
の
関
わ
り
を
よ
り
直
接
的
に
示
す
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
以
上
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
は
、
筋
の
複
雑
さ
や
趣
向
が
先
行
し
た
作
品
で
、
い

わ
ば
文
学
性
は
二
の
次
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
現
在
、
上
演
さ
れ
る
こ

と
は
稀
で
あ
り
、
研
究
の
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
い
が
、
趣
向

の
多
様
さ
や
世
界
の
重
ね
合
わ
せ
な
ど
、
南
北
の
脚
本
構
成
の
手
法
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注
○
　
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
第
四
巻
所
収
。
尚
、
本
文
中
に
引
用
す
る
鶴
屋
南
北
の
作
品

　
は
、
全
て
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
一
二
二
書
房
刊
）
を
用
い
て
い
る
。

　
　
近
松
全
集
刊
行
会
編
『
近
松
全
集
』
（
岩
波
書
店
刊
一
第
九
巻
所
収
。

　
　
『
近
世
文
学
研
究
会
会
報
』
　
二
一
号
（
一
九
六
七
年
六
月
一
所
載
。

¢
　
三
世
桜
田
治
助
作
の
歌
舞
伎
脚
本
『
三
世
相
錦
繍
文
章
』
一
安
政
四
年
七
月
中
村

　
座
初
演
一
に
も
滑
稽
化
さ
れ
た
地
獄
廻
り
の
趣
向
が
見
ら
れ
る
。
お
家
騒
動
の
宝
の

二
七



　
　
　
　
鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

　
詮
議
を
背
景
に
し
た
、
お
そ
の
六
三
の
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
閻
魔
大
王
、
赤
鬼

　
青
鬼
、
三
途
の
川
の
婆
、
浄
披
璃
の
鏡
な
ど
が
登
場
し
、
当
時
流
行
の
唄
や
踊
り
な

　
ど
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
戸
板
康
二
氏
は
『
三
世
相
錦
繍
文
章
』
解
説
（
『
名
作
歌

　
舞
伎
全
集
』
第
一
五
巻
（
東
京
創
元
社
、
昭
和
四
四
年
二
一
月
）
所
収
）
で
、
こ
の

　
地
獄
の
場
は
「
鶴
屋
南
北
の
『
法
懸
松
成
田
利
剣
－
の
お
さ
え
と
与
吉
の
地
獄
め
ぐ

　
り
か
ら
暗
示
を
得
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

＠
　
に
同
じ
。

＠
　
「
南
北
劇
の
構
図
」
（
服
部
幸
雄
著
『
さ
か
さ
ま
の
幽
霊
』
所
収
）
。

¢
　
「
鶴
屋
南
北
の
合
巻
に
つ
い
て
」
（
『
近
世
文
学
研
究
』
三
号
、
昭
和
四
三
年
＝
一

　
月
）
よ
り
。

＠
　
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
の
世
界
や
あ
て
こ
み
に
つ
い
て
は
、
井
草
利
夫
氏
の
「
「
独

　
道
中
五
十
三
駅
」
の
酒
落
」
（
日
本
大
学
国
文
学
会
『
語
文
』
第
一
四
輯
、
昭
和
三

　
八
年
）
に
詳
し
い
。

＠
　
石
塚
豊
芥
子
編
『
歌
舞
伎
年
代
記
続
編
－
文
政
十
年
閏
六
月
河
原
崎
座
の
条
よ
り
。

＠
　
し
か
し
、
こ
の
芝
居
が
「
大
当
り
を
取
り
し
か
ば
、
菊
五
郎
い
よ
い
よ
慢
心
し
て

　
自
分
一
人
の
手
柄
と
広
言
せ
し
よ
り
、
三
津
五
郎
、
団
十
郎
、
道
具
方
勘
兵
衛
承
知

　
せ
ず
、
仲
間
割
れ
し
て
別
別
に
勝
負
す
る
べ
し
と
、
七
月
十
九
日
よ
り
市
村
座
に
て

　
右
三
人
に
て
忠
臣
蔵
を
出
し
」
（
『
歌
舞
伎
年
表
』
）
、
菊
五
郎
も
そ
れ
に
対
抗
し
て
、

　
同
じ
月
に
中
村
座
で
忠
臣
蔵
を
出
し
た
と
い
う
。
『
独
道
中
』
の
五
幕
目
「
沼
津
芝

　
居
の
場
」
で
も
、
気
が
強
く
、
我
儘
な
菊
五
郎
に
一
同
が
手
を
焼
く
と
い
、
つ
楽
屋
落

　
ち
の
場
面
が
あ
る
。
以
下
に
一
部
を
引
用
す
る
。
「
さ
て
、
団
十
郎
ど
の
、
こ
な
た

　
が
引
受
け
た
あ
の
菊
五
郎
ど
の
。
ど
う
も
気
が
強
く
て
無
理
ば
か
り
云
っ
て
ゐ
て
は
、

　
墾
言
が
出
来
ま
せ
ぬ
。
；
言
目
に
は
腹
を
立
て
て
、
一
座
が
誠
に
困
り
ま
す
」

＠
　
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
解
説
（
竹
柴
想
太
郎
）
よ
り
。

＠
　
『
歌
舞
伎
年
代
記
続
編
』
文
政
＝
一
年
一
月
中
村
座
の
条
よ
り
。

＠
◎
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

＠
勝
崎
裕
彦
著
『
仏
教
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
（
淡
水
社
、
平
成
四
年
六
月
）
．
『
成
語

　
林
』
（
旺
文
社
、
平
成
四
年
九
月
）
な
ど
よ
り
。

＠
朝
倉
治
彦
校
注
『
東
都
歳
時
記
』
１
・
２
（
平
凡
社
、
昭
和
四
五
年
三
月
－
二
一

　
月
）
所
収
。

＠
　
倶
舎
論
の
説
く
と
こ
ろ
で
は
八
大
地
獄
（
等
活
・
黒
縄
・
衆
合
．
叫
喚
．
大
叫

　
喚
・
焦
熱
・
大
焦
熱
・
阿
鼻
）
各
々
に
、
ニ
ハ
ず
つ
の
地
獄
が
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、

　
一
百
三
十
六
地
獄
で
あ
る
。
地
獄
と
い
え
ば
一
百
三
十
六
あ
る
と
い
う
の
が
一
般
的

　
だ
っ
た
よ
う
だ
。
『
目
連
記
』
（
寛
文
二
年
刊
）
に
は
「
一
百
皿
川
ち
こ
く
」
、
『
目
蓮

　
記
』
（
貞
享
四
年
刊
）
で
は
「
一
百
柑
六
ち
ご
く
」
、
『
目
連
尊
者
地
獄
め
ぐ
り
』
で

　
は
「
一
百
三
十
六
ぢ
ご
く
」
と
あ
る
。
ま
た
、
山
東
京
伝
作
の
、
地
獄
廻
り
を
趣
向

　
と
し
た
黄
表
紙
二
百
三
升
芋
地
獄
』
（
寛
政
元
年
刊
）
は
、
一
亘
二
十
六
地
獄
を

　
も
じ
っ
た
書
名
で
あ
る
。

　
　
こ
こ
で
は
南
北
は
「
八
亘
二
十
六
ぢ
ご
く
」
と
書
い
て
い
る
が
、
他
の
地
獄
廻
り

　
を
扱
っ
た
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
表
現
で
、
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
或
い
は
、
八

　
万
地
獄
と
混
同
し
た
も
の
か
。

＠
　
網
野
善
彦
・
山
路
興
造
他
編
百
本
歴
史
と
芸
能
第
九
巻
豪
著
と
流
行
－
風
流
と

　
盆
踊
り
－
（
平
凡
社
、
平
成
三
年
三
月
）
よ
り
。

＠
　
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
第
二
巻
（
小
学
館
、
昭
和
五
八
年
四
月
）
よ
り
。
ま
た
、

　
長
野
県
諏
訪
地
方
で
は
小
鉢
を
、
徳
島
県
海
部
郡
で
は
摺
鉢
を
被
せ
る
と
い
う
。

＠
　
『
栃
木
県
民
俗
事
典
』
（
下
野
新
聞
社
、
平
成
二
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
「
県
南
地

　
方
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
盆
の
士
二
日
前
ま
で
に
人
が
亡
く
な
る
と
、
死
者
の
頭
に

　
ス
リ
バ
チ
を
か
ぶ
せ
た
。
こ
れ
は
、
祖
霊
が
帰
っ
て
く
る
時
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
冥

　
途
に
行
く
こ
と
は
な
く
、
新
仏
が
旧
仏
に
頭
を
な
ぐ
ら
れ
て
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
ス

　
リ
バ
チ
を
か
ぶ
せ
る
の
だ
と
い
う
。
」
と
あ
る
。

ゆ
　
『
東
都
歳
時
記
』
一
月
一
六
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
「
今
時
商
家
の
奴
碑
や
ぶ
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し

　
と
て
、
主
人
の
暇
を
得
て
家
に
蹄
り
、
父
母
兄
弟
に
謁
し
、
又
は
神
佛
に
詣
し
、
自



　
ひ
ま
ま

　
在
に
に
道
逢
す
。
」
と
あ
る
。

＠
　
大
久
保
忠
国
・
木
下
和
子
編
『
江
戸
語
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
平
成
三
年
九
月
一

　
よ
り
。

ゆ
真
保
亨
著
『
地
獄
極
楽
の
給
』
一
毎
日
新
聞
杜
、
昭
和
五
九
年
八
月
一
に
よ
る
と
、

　
鉄
硅
地
獄
で
は
獄
卒
が
罪
人
を
鉄
の
摺
臼
で
摺
引
く
と
い
う
。

＠
他
に
綱
渡
り
、
元
結
渡
り
な
ど
が
あ
る
。

＠
　
朝
倉
無
聲
著
『
見
世
物
研
究
』
思
文
閣
出
版
一
よ
り
。

ゆ
　
横
山
重
・
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
二
（
大
岡
山
書
店
、
昭
和
一

　
三
年
六
月
）
所
収
。

ゆ
　
横
山
重
校
訂
『
説
経
正
本
集
』
第
二
一
角
川
書
店
、
昭
和
四
三
年
一
所
収
。

ゆ
　
岩
本
裕
著
『
地
獄
め
ぐ
り
の
文
学
』
佛
教
説
話
研
究
第
四
巻
一
開
明
書
院
、
昭
和

　
五
四
年
一
月
）
よ
り
。

ゆ
　
原
作
の
『
孟
蘭
盆
経
』
一
岩
野
眞
雄
編
『
國
課
一
切
経
印
度
撰
述
部
』
経
集
部
一

　
四
、
大
東
出
版
、
昭
和
九
年
一
月
一
で
は
、
目
連
の
母
は
地
獄
で
は
な
く
餓
鬼
道
に

　
堕
ち
て
い
る
。
そ
れ
を
悲
し
ん
だ
目
連
が
鉢
に
飯
を
盛
っ
て
母
に
渡
す
が
、
口
に
入

　
る
前
に
火
灰
と
な
っ
て
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
原
作
で
は
閻
魔
や
鬼

　
は
出
て
来
な
い
。

ゆ
　
文
政
八
年
刊
『
役
者
花
見
幕
』
の
団
十
郎
の
条
。
小
谷
成
子
「
四
世
鶴
屋
南
北
私

　
考
－
趣
向
を
中
心
に
し
て
－
」
一
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会
『
説
林
』
二
六
号
、
昭

　
和
五
二
年
二
一
月
一
よ
り
。

ゆ
０
に
同
じ
。

ゆ
　
天
保
八
年
刊
の
役
者
評
判
記
『
役
者
早
速
包
丁
』
の
内
、
尾
上
菊
五
郎
が
前
年
に

　
演
じ
た
「
四
谷
怪
談
」
に
対
す
る
評
。
高
橋
則
子
「
四
谷
怪
談
・
似
絵
象
嵌
の
合

　
巻
」
一
『
歌
舞
伎
批
評
と
研
究
』
第
六
号
、
平
成
二
年
二
一
月
一
よ
り
。

ゆ
　
『
伝
奇
作
書
』
よ
り
。
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻

　
「
歌
舞
伎
」
一
昭
和
四
八
年
五
月
一
所
収
。

＠
ゆ
に
同
じ
。
菊
五
郎
の
条
。

ゆ
　
『
浮
世
草
子
名
作
集
』
評
緯
江
戸
文
學
叢
書
第
二
巻
（
講
談
社
、
昭
和
四
五
年
九

　
月
）
所
収
。

ゆ
南
北
の
趣
向
が
黄
表
紙
、
酒
落
本
、
合
巻
、
落
語
な
ど
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た

　
こ
と
は
、
小
谷
成
子
氏
の
「
四
世
鶴
屋
南
北
私
考
－
趣
向
を
中
心
と
し
て
－
」
に
詳

　
し
い
。

鶴
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